
 - 1 - 

 
 
 
 

令和 5 年が始まったと思っている間に、もう春のお彼岸
ひ が ん

のお手紙を書く時期となりました。

そろそろコロナ禍
か

は新しい状況に変わりそうな気配
け は い

ですが、残念ながらヨーロッパの方で

は相変
あ い か

わらず戦争が続き、アジアでも不穏
ふ お ん

な空気が立ち込めています。 
そんな世相

せ そ う

ではございますが、令和 4 年の第 75 代一浄
いちじょう

上人の時宗遊行上人登位に伴
ともな

い、

下記の通り 18 年ぶりに時宗の伝統行事である「お砂持
す な も

ち」が厳修
ごんしゅ

されます。当寺院からの

団体参拝
だんたいさんぱい

は行いませんが、ご興味のある方はぜひお参りされてみてはいかがでしょうか。

なお詳細については、住職まで直接
ちょくせつ

お問い合わせ下さい。そしてお参りされる方は、是非

この世の中の平穏
へいおん

・安寧
あんねい

をお祈りしてきていただければと思います。 
〔時宗伝統行事・お砂持ち〕  
◎日時 令和 5 年 5 月 14 日（日） 
◎場所 福井県敦賀

つ る が

市 
キッズパーク敦賀（西方寺

さいほうじ

跡）〜 氣比
け ひ

神宮 
◎日程 5 月 14 日 
午前 10 時：キッズパーク敦賀周辺 

より行列 出発 
10 時半：二祖真教

しんきょう

上人お砂持ち像前 到着 
     →15 分後 出発 
午前 11 時：行列 氣比神宮 到着  

お砂ならし、御法楽、御賦算
ふ さ ん

 
午前 12 時：終了予定 

【解説】時宗宗祖一遍
いっぺん

上人は全国を遊行
ゆぎょう

しながら念仏札
ねんぶつふだ

を配り、誰もが極楽往生
ごくらくおうじょう

できる教

えを広められました。このご法灯
ほうとう

を継
つ

がれたのが、二祖真教
しんきょう

上人です。一遍上人は一所不

住の旅をされましたが、その跡を継がれた真教上人は教団の成熟
せいじゅく

と布教の確立を目指し、

遊行の中心地を関東、そして北陸の地と定めました。その真教上人は、平安 3 年（1301）
敦賀氣比神宮に参詣した際、沼地によって参道の整備が進まないことを知り、自ら「もっ

こ（土砂の運搬具
うんぱんぐ

）」を担
かつ

ぎ、海辺の砂を運ばれました。時衆
じしゅう

の僧尼らもこれに続けと砂を

運び始め、やがて近隣
きんりん

諸国で結縁
けちえん

した人々も大勢集まり、道路はさながら市場
い ち ば

のような賑
にぎ

わいにまでなったといいます。この一大行事を見事成功された真教上人の威徳
い と く

を讃
たた

え、世

にこれを「遊行のお砂持ち」と伝えられることになりました。そしてその後、代々の遊行

上人が法灯相続
そうぞく

した際
さい

には、「お砂持ち」の神事
し ん じ

が行われることとなりました。 
【『一遍上人縁起絵』乙本 第八巻第四段 清浄光寺（遊行寺）蔵…真教上人と隋従の僧尼等が砂を運ぶ図】 
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【令和 5年のお寺行事（予定）】 ＊コロナ予防に努めながら、例年通り行います。 
月 日 行事 内容 

3月 21 日 春彼岸墓参  午前中、舞子墓園普照院墓地にて。 
24 日 春彼岸塔婆供養会 午後 2 時より、本堂にて。 

4月 8 日 釈迦生誕祭(花祭り) 花見堂を設置しております。随時お参り下さい。 
8月 7 日 盆墓参 午前中、舞子墓園普照院墓地にて。 

16 日 盆施餓鬼 
・初盆精霊供養法要 

午後 2 時より、本堂にて。 
併せて本年の初盆精霊をお供養します。 

23 日 地蔵盆【地域行事】 午後 6 時より、本堂地蔵尊前にて。 
9月 23 日 秋彼岸墓参  午前中、舞子墓園普照院墓地にて。 

26 日 秋彼岸塔婆供養会 午後 2 時より、本堂にて。 
12月 8 日 成道会・永代塔納骨供養 舞子墓園 当寺院永代供養塔前にて。 

27 日 歳末墓参  午前中、舞子墓園普照院墓地にて。 
*変更等がある場合は、後日ご連絡させていただきますので、ご容赦下さいませ。 

‥ 住職が 時宗
じしゅう

第 21 選挙区（兵庫・⼤阪）宗議会議員
しゅうぎかいぎいん

 を拝命しました ‥ 

兵庫県・⼤阪府の時宗選挙区議員であった興⻑寺
こうちょうじ

（兵庫県⽵野町）住職の遷化
せ ん げ

（お亡くな
りになること）により残り任期が空位となった為、同選挙区内の僧侶⼀同のご推挙

すいきょ
のもと、

私が当該議員を拝命
はいめい

することになりました。つきましてはその法務
ほ う む

の為、総本⼭（神奈川
県藤沢

ふじさわ
市）に⾏くことが増え、皆様にはご迷惑

めいわく
をおかけすることがあるかもしれません。

何卒
なにとぞ

ご理解・ご協⼒の程、宜しくお願い申し上げます。 
 

〔編集後記〕 今年に入ってから直ぐに、私の祖母が亡くなりました（行年 102 歳）。私は子供の

頃、当時は珍しく両親が共働きで鍵っ子でした。その為夏休みなどの長期休み期間は、そのほとん

どを祖父母の住む岡山県真庭市で過ごし、新学期が始まってもしばらくは岡山弁をしゃべっていた

ほどでした。そんな幼少期でしたから、当然祖母との思い出は孫の中でも一番たくさんあり、辛い

お別れとなりました。さてその葬儀も終わりしばらくすると、私の親から色々と相談メールが来る

ようになりました。「四十九日まではどのようなお供えをすれば良いのか。」「和尚さんに言われた

ことの意味が分からない。」「遺品はいつ頃整理したら良いのだろうか。」などなど。いつもはお寺

側から皆様のことを見ていますので分からなかったことが、逆の立場になると見えてきたことがた

くさんありました。私の実家のお寺は普照院とは宗派が違い（真言宗）田舎のお寺さんということ

もあり、私の両親もまだまだ気軽に質問ができないのだと思いますが、普照院の檀信徒さんは他宗

派の仏事や葬儀後の様々なご相談でも、私に気軽にしていただければと思います。   合掌 
 
発⾏；[時宗 慈光⼭ 普照院]   責任者 ⼩⽥義宗 
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これからは、お寺もどんどん情報を発信します。 
とくに次世代をになう、若い⽅々・お⼦様たちに教えてあげて下さい。 


